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500kV送電線の運開

1 ま え が き

53年 6 月から進めてきた， 名古屋第 2 外輪線の

西部幹線， 東部幹線および関西電力との連系線で

ある西部南京都線の500kV昇圧は， 55年 4 月 18 日

の東部 幹 線2号線の運 転 開始によりすべて完成

し， いよいよ500kV送電時代に入った。

2 500kV昇圧の必妻性

当社では， 43年に500kVを骨幹とする基幹系統

構想を立案し， この構想に基づいて47年から50年

にかけて，西部幹線，東部幹線および西部南京都線

を， 500kV設計で建設し275kVで運用してきた。

ー今国印OKVM圧した込正絋
••• SOOKV込電線（現紀275KV運用）
- SOOKV計画又は工事中
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しかし， 近年電源開発が浜岡原子力など管内の

比較的東側に偏在しているため， 名古屋第 2 外輪

線の潮流が東から西向に増加し， 275kV運用では

送電限度を超過し， 系統の安定運用に支障をきた

すことが予想された。この抜本的対策として， か

ねての構想に基づき西部， 北部， 東部の各電気所

に500kV 変圧器を設置して， 上記線路を500kV昇

圧することとした。

この昇圧により， 当社の基幹系統は大巾に強化

され今後の電源開発に対応できる電力系統ができ

た。また系統運用の自由度が増大し， より合理的

な運用が可能になるとともに， 関西電力との連系

がより強固となり西地域の500kV昇圧と相まって

広域運用が更に進展することになった。

3 500kV変電所の設計概要

西部， 北部および東部の各変電所は， 既に， 運

転中だった275kV変電所又は開閉所を増強する形

で昇圧工事を実施した。各変電所の規模， 設計お

工 務 計 画 部

中央送変電建設所

よび機器の仕様の概要は次の通りである。

機械の仕樺

所 名
西

目
部 北 部 東

所 在 地 三重， 北勢 岐阜， 関 愛知， 足助

敷地総面積 178600m' 204400m' 153300m' 

有効面積 143000 96900 124400 

主要変圧器 1000MVAX2 

(1500MV AX 4) 
同 左 同 左

500kV引出ロ 4回線 2回線

(8回線）
同 左

(8回線）

275KV既 設 4回線 4回線 14回線

引出口 (12回線） (10回線） (16回線）

母線結線方式 2重母線4プスタイ方式

当面は2重母線1プスタイ方式

（注）：カッコ内は最終設備を示す

＜主な機器の仕様＞

主要 変 圧 器 単相単巻， 送油風冷， 鉄筋コン

クリート防音建屋内収納

500/275/70k V

1000/1000/300MVA

500kV しゃ断器

および複合開閉

装置

500kV 断路器

（将来500MVAを追加可能）

しゃ断電流 50kA （クンク形，

パッファ ..... 式SF6ガスしゃ断器

使用）

パンクグラフ形および垂直中心

一点切形 2000A, 4000A 

分路リアクトル 70kV, lOOMV A 

(10％過励磁で連続運転可能）

3次開閉装置 相分離形コンパクト開閉装置

4 新技術の開発と遍用

今回の500kV 昇圧工事では， ①高信頼度の確保

®経済性の追求 ®スペースセ ー ビング を重点

に数々の新技術を開発し採用した。そのうち主な
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